
　

今年も残すところあとわずか。振り返るとどんな一年でしたか？今年の目標は達

成できましたか？できたことも、あと一歩足りなかったことも、頑張った日々はかけ

がえのない日々です。みなさんをきっと成長させてくれています。

寒さも厳しくなりますが、せっかくの冬休みが「寝込んで台なし」にならないよう、

感染症には十分注意をしてください。

11月19日㈫に赤十字血液センターの方を講師にお迎えし、

3年生を対象に献血の役割や必要性を講演していただきました。

セミナーを受けて、「献血に対する考えが変わりました。」

「献血に対して怖いと思っていましたが、みんなの役に立てることがわかったので、

ぜひ献血したいと思いました。」など感想を挙げてくれました。献血によってたくさ

んの命が救われることを知った生徒たちの眼差しが印象的でした。

そして12月12日㈭の学校献血では、2年生１０名、3年生６名、教職員８名の２4名

のみなさんにご協力をいただきました。注射はやはり怖かったようで緊張した面持

ちでしたが、献血バスでは看護師の方々の優しい笑顔に、和気あいあいとした雰囲

気でした。

「かぜ薬を飲んだら治った」と言うけれど、実
はカゼのウイルスをやっつける薬は、世界中の
どこにもありません。かぜ薬ができるのは鼻水
や咳などの症状を抑えて、体がカゼを治す「自
然治癒力」を助けることだけなんだそう。

インフルエンザの薬はインフルエンザウイルス

をやっつけます。ところが、カゼの原因となる

ウイルスは1つだけではなく、数百種類もいま

す。この中からどのウイルスに感染したかをみ

つけるのは大変。なので「カゼを治す薬」
というものはないようです。

●ウイルスをマスク内にとどめる
インフルエンザウイルスの大きさは０．１㎛。
不織布マスクの目は５μｍ。これでは通り抜
けてしまうのでは・・・？
実は、ウイルスを含む咳やくしゃみの飛沫は
水分で５㎛以上の大きさになります。また、表
面に電気を帯びているので、大きなマスクの
目でもウイルスを捕捉できます。
（１㎛は1,000分の1mm）

●ウイルスの侵入を防いで予防する
・ 飛沫を吸いこむ量を抑えます
・ ウイルスで汚染された手で鼻や口を触る
機会を減らします。
・ のどの繊毛に湿度を与え、ウイルスを排除
する力を維持します。



　
　
　
　

HIV AIDS
平成３０年の福岡県でのＨＩＶ感染者は３９名、エイズ患者は３３名でした。

年齢別でみると、ＨＩＶ感染者では２０歳代が最も多く１７名、エイズ患者では５０歳

代以上が最も多く１２名でした。

HIVの感染は、性的感染、血液感染、母子感染からなります。ＨＩＶに感染しただ

けではほとんど症状がないため、気付かず過ごしているかもしれません。HIV・

AIDSについて、目をむけてみましょう。

STOP

依存症のスタートは「習慣」から始まります。毎日決まった時間、決まっ

たタイミングで喫煙をするなどの「習慣」が定着し、気がつくとそのことに費

やす時間や量や頻度が増えていきます。

依存症の初期 の状態では、それをしていない間イライラして落ち着かな

い等の身体的・精神的・活動的な面で、本人の日常に支障が出始めます。

そのことに時間や金銭、エネルギーを費やし、日常の

バランスを失っていくと、さらには他のことへの

興味を失っていき、周囲との関係が希薄になったり、

学業など成長のためのチャンスを逃してしまいます。

https://www.ask.or.jp/article/

自分を守る
強さを持とう。


